
彙
　
報

令
和
四
年
度 

密
教
文
化
研
究
所
だ
よ
り

本
年
度
、
密
教
文
化
研
究
所
で
は
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」「
密
教
の
形

成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
を
事
業
の
柱
と
し
て
、
研

究
所
研
究
員
を
中
核
と
し
た
研
究
活
動
を
展
開
し
、
伝
統
教
学
の
継
承
と
社
会
へ
の
普
及
に
努
め
た
。

　

各
々
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
研
究
会
】

○
研
究
所
研
究
会

　
※
趣
旨研

究
所
員
・
研
究
員
の
研
究
成
果
発
表
お
よ
び
学
術
的
交
流
を
趣
旨
と
す
る
。

　
※
活
動
実
績

　

四
月
十
五
日
（
金
）　　

於
：
高
野
山
大
学
第
一
会
議
室

　
　

デ
ジ
タ
ル
絵
図
研
究
会
（
森
真
幸
・
藤
吉
圭
二
）

「
え
ず
け
ん
の
活
動
を
中
心
と
し
て
」

十
月
二
十
日
（
木
）　　

於
：
高
野
山
大
学
第
一
会
議
室

　

德
重
弘
志
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
法
身
説
法
に
つ
い
て
」

十
月
二
十
一
日
（
金
）　

於
：
高
野
山
大
学
第
一
会
議
室

　

大
柴
清
圓
「
弘
法
大
師
の
生
誕
地
に
お
け
る
一
考
察
」

　

大
家
秀
夫
「
空
海
に
お
け
る
曼
荼
羅
の
意
味
に
つ
い
て

―
二
重
二
諦
説
に
基
づ
く
解
釈
の
試
み
―
」

十
一
月
十
七
日
（
木
）　　

於
：
高
野
山
大
学
第
一
会
議
室

　

菊
谷
竜
太
・D

aisy C
heung

「A
 Prelim

inary Survey on a Sanskrit M
anuscript Folio of

an A
nonym

ous C
om

m
entary to the Sārdhatriśatikā

/*Lokālokakarikā of D
īpaṅkarabhadra

」

十
一
月
十
八
日
（
金
）　　

於
：
高
野
山
大
学
第
一
会
議
室

　

木
下
智
雄
「
近
世
御
流
神
道
の
神
祇
灌
頂
次
第
に
つ
い
て
」

木
下
浩
良
「
萱
堂
歴
代
覚
心
上
人
の
五
輪
塔
群
に
つ
い
て
」

○
弘
法
大
師
著
作
研
究
会

　
※
趣
旨研

究
所
の
事
業
の
柱
に
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」
が
あ
る
。
本
研
究

を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
空
海
の
文
章
を
漢
籍
、
注
釈
書
を
踏
ま
え
正
確
に
か
つ
忠
実
に
読

解
し
て
い
く
作
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
弘
法
大
師
の
著
作
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
研
究
会
を
開
催
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
。

　
※
会
員松

長
有
慶
、
川
﨑
一
洋
、
北
川
真
寛
、
櫻
木
潤
、
佐
藤
隆
彦
、
武
内
孝
善
、
土
居
夏
樹
、

德
重
弘
志
、
那
須
真
裕
美
、
藤
田
光
寛
、
松
長
潤
慶
、
南
昌
宏
、
米
田
弘
仁

　
※
活
動
実
績

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究
会
を
原
則
と
し
て
月
一
回
行
っ
た
。

　
　
　
　
（
発
表
者
及
び
日
程
）

米
田
弘
仁
：
四
月
二
十
八
日
、
六
月
九
日
、
七
月
十
四
日
、
十
月
十
三
日
、

十
一
月
十
日
、
十
二
月
十
五
日

　
※
刊
行
物

研
究
会
の
成
果
を
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
と
し
て
、
以
下
の
内
容
で
発
行
す
る
。

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究　

令
和
五
年
三
月　

発
刊
予
定
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○
南
山
教
学
研
究
会
・
真
言
教
学
研
究
会
・
宗
学
連
携
事
業

※
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寬
が
担
当
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
令
和
四
年
度
研

究
活
動
報
告
」（
後
掲
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
密
教
文
献
英
訳
推
進
会
（
令
和
三
年
度
よ
り
開
始
）

　
※
趣
旨

　
　

高
野
山
大
学
・
高
野
山
真
言
宗
・
高
野
山
住
職
会
の
宗
学
連
携
事
業
。

弘
法
大
師
及
び
密
教
に
関
す
る
英
文
資
料
を
作
成
し
、
英
語
文
化
圏
の
人
た
ち
へ
の
布
教
・
伝

道
に
役
立
て
、
広
く
人
類
の
幸
福
と
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

　
※
担
当

　

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
本
学
名
誉
教
授
）

　
※
活
動
実
績

　

弘
法
大
師
関
係
の
資
料
収
集
、
英
文
に
よ
る
入
門
書
等
の
作
成
を
遂
行
中
。

　【
論
文
】

An Annotated Translation of Kūkai

’s Jūjūshin ron, Fascicle O
ne

　
　
（
空
海
選
『
十
住
心
論
』
巻
第
一
の
英
訳
研
究
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
誌
掲
載

○
巡
礼
遍
路
研
究
会
（
協
力
事
業
）

　
※
趣
旨四

国
八
十
八
ヶ
所
、
西
国
三
十
三
所
等
、
日
本
国
内
な
ら
び
に
世
界
各
地
の
巡
礼
に
関
す
る
研
究
・

成
果
発
表
を
行
う
と
共
に
、
会
員
相
互
の
懇
親
を
図
る
。

　
※
役
員名

誉
会
長
：
山
陰
加
春
夫

会　
　

長
：
柴
谷
宗
叔

事
務
局
長
：
谷
口
眞
梁

　
※
会
員
数

約
二
百
名
（
法
人
・
団
体
含
む
）

　
※
活
動
実
績

　
　

巡
礼
遍
路
研
究
会
第
８
回
研
究
発
表
会
兼
総
会

　
　
　

日
時
：
令
和
四
年
六
月
十
八
日
（
土
）

　
　
　

場
所
：
高
野
山
大
学
第
三
会
議
室

　
　

基
調
講
演

　
　

筒
井
正
（
名
古
屋
商
科
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
「
聖
徳
太
子
の
仏
教
の
受
容
と
信
仰
の
広
が
り
」

　
　

研
究
発
表

　
　
　

近
藤
隆
二
郎
「
写
し
巡
礼
に
お
け
る
模
倣
と
再
創　

写
し
巡
礼
地
の
保
全
に
向
け
て
」

　
　

村
上　

昭
彦
「
地
方
巡
礼
の
原
風
景
を
探
る　

百
堂
参
り
か
ら
香
取
郡
諸
霊
場
へ
」

　
　

参
加
者　

三
二
人

　
　

会
員
数　

二
一
六
人

　
※
刊
行
物

　
　
『
巡
礼
遍
路
研
究
』
第
七
号
発
行
（
令
和
四
年
五
月
十
五
日
）

【
講
演
会
】

○
人
権
講
演
会

　
　

日
程
：
令
和
四
年
十
月
十
九
日
（
水
）

　
　

場
所
：
高
野
山
大
学
第
三
会
議
室

　
　

講
師
：
村
上
あ
か
ね
（
桃
山
学
院
大
学
准
教
授
）

「
自
宅
療
養
者
実
態
調
査
か
ら
考
え
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
と
人
権
」

【
そ
の
他
事
業
】

○
高
野
山
聖
教
調
査
研
究

　

清
浄
心
院
文
書
の
調
査
を
継
続
す
る
傍
ら
、
他
寺
院
関
連
の
史
料
に
つ
き
、
自
治
体
史
を
中
心
と

し
て
収
集
中
。
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○
博
学
連
携
事
業

　

御
影
堂
文
書
の
調
査
を
継
続
。
今
年
度
は
番
外
9
箱
分
の
調
書
を
継
続
中
。

○
ゴ
ル
ド
ン
文
庫
調
査
研
究

　

令
和
四
年
度
よ
り
図
書
館
か
ら
移
管
し
た
事
業
。
図
書
館
が
所
蔵
す
る
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
関
係
の
資

料
を
調
査
研
究
す
る
。

○
龍
光
院
文
書
調
査
研
究

　

令
和
四
年
度
よ
り
図
書
館
か
ら
移
管
し
た
事
業
。
図
書
館
が
所
蔵
す
る
龍
光
院
の
古
文
書
・
聖
教

類
を
調
査
研
究
す
る
。

令
和
四
年
度
研
究
活
動
報
告	

専
任
研
究
員　
　

大
柴　

清
圓

　

筆
者
は
密
教
文
化
研
究
所
が
掲
げ
る
三
つ
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
「
弘
法
大
師
の
思
想
と

そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」
の
範
疇
と
な
る
弘
法
大
師
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。

　

本
年
は
弘
法
大
師
ご
生
誕
1
2
5
0
周
年
を
迎
え
る
年
で
あ
る
。
筆
者
は
弘
法
大
師
の
生
誕
地
に
関

し
て
、
畿
内
誕
生
説
を
再
考
し
、
弘
法
大
師
の
生
誕
地
は
従
来
の
伝
統
説
の
如
く
讃
岐
国
多
度
郡
で
あ

る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
最
大
の
論
点
と
な
る「
二
兄
重
逝
」に
関
し
て
、『
聾
瞽
指
帰
』と『
三
教
指
帰
』

の
比
較
か
ら
、
仮
名
乞
児
論
に
現
れ
る
「
或
（
あ
る
ひ
と
）」
は
『
三
教
指
帰
』
序
文
の
「
一
多
親
識
」

で
あ
り
、実
在
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
或
」
と
仮
名
乞
児
と
の
対
話
の
中
に
「
二
兄
重
逝
」

が
語
ら
れ
て
い
る
。
前
後
の
文
脈
で
記
さ
れ
て
い
る
事
も
含
め
て
、「
二
兄
重
逝
」
は
二
十
四
歳
の
弘

法
大
師
に
と
っ
て
実
際
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
畿
内
誕
生
説
に
は

両
『
指
帰
』
に
お
け
る
出
自
に
関
す
る
虚
亡
隠
士
と
の
問
答
部
分
の
誤
読
が
認
め
ら
れ
る
。

　

本
年
は
真
言
宗
門
に
お
い
て
、
嵯
峨
天
皇
に
よ
る
東
寺
下
賜
の
1
2
0
0
周
年
に
当
た
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
御
遺
告
』
第
一
条
に
載
せ
る
い
わ
ゆ
る
「
弘
仁
十
四
年
正
月
十
九
日
勅
書
」

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
実
恵
師
の
書
簡
に
見
る
如
く
、
東
寺
は
僧
綱
と
し
て
少
僧

都
の
弘
法
大
師
が
造
寺
別
当
に
補
任
し
た
官
寺
で
あ
り
、「
弘
仁
十
四
年
正
月
十
九
日
勅
書
」
は
『
御

遺
告
』
の
偽
作
者
で
あ
る
観
賢
師
ら
が
東
寺
を
私
の
も
の
と
す
る
た
め
に
偽
作
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
「
教
王
護
国
寺
」
の
名
称
は
、
東
寺
講
堂
二
十
一
尊
が
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
密
多
経
』

と
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』
を
典
拠
に
造
ら
れ
た
と
い
う
誤
解
に
基
づ
い

て
観
賢
師
ら
が
偽
造
し
た
寺
名
と
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
令
和
四
年
度
中
野
義
照
博
士
奨
学
金
奨
励
研
究
員
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
研
究
課
題
で
あ
る

「『
三
教
指
帰
』
校
訂
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。
筆
者
は
、
近
年
提
示
さ
れ
た
『
三
教
指
帰
』
偽
作
説

を
完
全
に
否
定
し
た
（「『
三
教
指
帰
』
真
作
説
」『
密
教
文
化
』
2
0
4
・「
再
論
『
三
教
指
帰
』
真

作
説
」『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
29
・『
聾
瞽
指
帰
と
三
教
指
帰
―
空
海
大
師
真
作
の
証
明
―
』
大

遍
照
院
、
2
0
2
2
）。
偽
作
説
に
は
多
く
の
誤
り
が
看
取
さ
れ
る
が
、
そ
の
誤
解
の
根
本
原
因
と

し
て
、
偽
作
説
は
『
三
教
指
帰
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
欠
陥
が
存
在
す
る
建
長
本
（
高
野
版
）

と
そ
の
活
字
化
し
た
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
本
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
偽
作
説
は
、

建
長
本
の
テ
キ
ス
ト
上
の
誤
字
脱
字
を
『
三
教
指
帰
』
の
偽
作
者
が
故
意
に
行
っ
た
改
変
と
見
做
し

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
堀
内
寛
仁
『
弘
法
大
師
の
出
家
宣
言
書　

三
教
指
帰
』
の
後
、
主
に

太
田
次
男
、
築
島
裕
、
佐
藤
義
寛
な
ど
の
優
れ
た
写
本
研
究
に
よ
っ
て
新
出
の
古
写
本
が
扱
え
る
よ

う
に
な
り
、『
三
教
指
帰
』
は
新
し
く
校
訂
本
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
に
な
っ
た
。
今
後
、
偽

作
説
の
よ
う
な
恣
意
的
な
本
文
操
作
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、今
で
き
得
る
限
り
の
正
確
な
『
三

教
指
帰
』
の
校
訂
本
を
作
る
こ
と
は
、
弘
法
大
師
研
究
に
お
い
て
必
要
な
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

【
発
表
】

・「
弘
法
大
師
の
生
誕
地
に
関
す
る
一
考
察
」（
令
和
四
年
度
第
二
回
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

研
究
会
、
令
和
四
年
十
月
二
十
一
日
）。

【
著
作
】

・『
聾
瞽
指
帰
と
三
教
指
帰
―
空
海
大
師
真
作
の
証
明
―
』
大
遍
照
院
、
2
0
2
2
。

【
論
文
】

・
「
官
寺
た
る
東
寺
と
正
式
名
称
た
る
「
東
寺
」
―
『
御
遺
告
』
に
よ
る
東
寺
の
私
寺
化
と
「
教
王

護
国
寺
」
の
私
称
化
―
」『
六
大
新
報
』
令
和
五
年
新
春
増
大
特
集
号
。

・「
弘
法
大
師
の
生
誕
地
に
関
す
る
一
考
察
」『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
36
（
予
定
）。

19　彙　　　報



令
和
四
年
度
研
究
活
動
報
告	

専
任
研
究
員
　
　
德
重
　
弘
志

【
研
究
活
動
概
況
】

筆
者
は
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
が
掲
げ
る
三
大
研
究
領
域
（
「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ

の
展
開
に
関
す
る
研
究
」
、
「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」
、
「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題

に
関
す
る
研
究
」
）
の
う
ち
、
「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」
に
従
事
し
て
い
る
。

本
年
度
の
成
果
と
し
て
は
、
① G

uhyam
aṇitilaka

第
五
章
に
お
け
る
五
相
成
身
観
の
用
例
の
発

見
、
② G

uhyam
aṇitilaka

第
五
章
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
校
訂
テ
ク
ス
ト
お
よ
び
和
訳
の
作
成
、
③
イ

ン
ド
に
お
け
る
法
身
説
法
の
展
開
過
程
の
解
明
、
④
宋
代
の
儀
礼
に
お
け
る
九
鈷
杵
・
九
鈷
鈴
の
意

図
と
用
途
の
解
明
、
と
い
っ
た
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
に
関
し
て
は
、G

uhyam
aṇitilaka

第
五
章
に
お
け
る
五
相
成
身
観
が
、
同
経
典
の
第
三
章
に
お
け

る
同
一
の
観
想
法
を
補
う
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

②
に
関
し
て
は
、
①
で
研
究
対
象
と
し
たG

uhyam
aṇitilaka

第
五
章
に
つ
い
て
、
そ
の
チ
ベ
ッ
ト

語
訳
校
訂
テ
ク
ス
ト
お
よ
び
和
訳
を
作
成
し
た
。
な
お
、
①
・
②
は
「
科
学
研
究
費
」
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

③
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
が
法
身
説
法
と
関
連
付
け
て
い
た
『
大
日
経
広
釈
』
と
『
タ
ン
ト
ラ
義

入
注
釈
』
と
に
お
け
る
用
例
を
再
検
討
し
、
前
者
の
段
階
で
法
身
説
法
が
成
立
し
て
い
る
と
は
考

え
難
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
『
楞
伽
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
如
来
心
荘
厳
』
の
中

に
法
身
説
法
に
関
す
る
新
た
な
用
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
当
該
の
文
献
に
お
い

て
は
、
肉
体
を
持
た
な
い
真
理
そ
の
も
の
と
し
て
の
法
身
が
、
加
持
に
よ
っ
て
菩
薩
た
ち
に
直
接

知
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
説
法
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

④
に
関
し
て
は
、
九
鈷
杵
・
九
鈷
鈴
が
後
期
密
教
の
伝
播
し
た
地
域
で
儀
礼
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
先
行
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
が
何
を
意
図
し
て
い
る
の
か
は
不
明
瞭
で

あ
り
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
も
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
本
研
究
で
は
、
入
宋

し
た
天
台
宗
の
僧
侶
の
日
記
に
九
鈷
杵
・
九
鈷
鈴
を
用
い
る
儀
礼
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
手

掛
か
り
と
し
て
、
当
該
の
儀
礼
が
『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い

こ
と
を
論
証
し
た
。

【
研
究
発
表
】

・
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
法
身
説
法
」
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会　

第
七
十
三
回
学
術
大
会
、
九
月
四
日

（
日
）
、
於　

東
京
外
国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
開
催
）
。

・
「G

uhyam
aṇitilaka

第
五
章
に
お
け
る
観
想
法
に
つ
い
て
」
、
日
本
密
教
学
会　

　

第
五
十
五
回
学
術
大
会
、
十
月
十
四
日
（
日
）
、
於　

種
智
院
大
学
。

・
「
九
鈷
杵
の
意
図
と
用
途
に
つ
い
て
」
、
密
教
図
像
学
会　

第
四
十
二
回
学
術
大
会
、

　

十
一
月
十
九
日
（
土
）
、
於　

同
志
社
大
学
。

【
論
文
】

・
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
法
身
説
法
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
七
十
一
巻
第
二
号
（
掲
載
予
定
）
。

・「G
uhyam

aṇitilaka

第
五
章
に
お
け
る
五
相
成
身
観
に
つ
い
て
」
、『
密
教
学
研
究
』
第
五
十
五
号
（
掲

載
予
定
）
。

・
「G

uhyam
aṇitilaka

第
五
章
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
校
訂
テ
ク
ス
ト
お
よ
び
和
訳
」
、

　

『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
六
号
（
掲
載
予
定
）
。

・「
宋
代
に
お
け
る
九
鈷
杵
・
九
鈷
鈴
の
意
図
と
用
途
」
、
『
密
教
図
像
』
第
四
十
二
号
（
掲
載
予
定
）
。

令
和
四
年
度
研
究
活
動
報
告	

兼
任
研
究
所
員
　
北
川
真
寛

【
研
究
活
動
概
況
】

南
山
教
学
研
究
会
で
は
、
高
野
山
に
伝
わ
る
論
義
書
の
研
究
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
整
理
作
業
を

す
す
め
、
弘
法
大
師
を
含
め
た
真
言
密
教
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
、
教
学
研
究
の
み
な
ら
ず
現
在
も

続
け
ら
れ
て
い
る
論
義
法
会
に
資
す
る
こ
と
で
、
密
教
興
隆
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度
に
密
教
文
化
研
究
所
所
属
の
研
究
所
員
や
研
究
員
を
中
心
と
し
た

有
志
に
よ
る
南
山
教
学
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
。
令
和
四
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の

影
響
も
あ
り
、
種
々
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
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①
南
山
の
論
義
書
の
輪
読
会

②
論
義
に
関
す
る
調
査
・
研
究

③
南
山
・
智
山
・
豊
山
に
よ
る
論
義
研
究
会
の
会
報
の
発
行

④
宗
学
連
携
事
業

ⅰ
高
野
山
勧
学
会
へ
の
協
力

　
　

・
勧
学
会
に
お
け
る
講
義
の
実
施

　
　

・
勧
学
会
で
用
い
ら
れ
る
『
本
書
』
と
『
打
集
』
の
活
字
化
と
校
訂

ⅱ
山
内
論
義
で
用
い
ら
れ
る
論
義
資
料
の
調
査
と
辞
典
作
成

こ
れ
ら
の
総
合
的
か
つ
横
断
的
な
活
動
に
よ
り
、
南
山
教
学
の
特
徴
を
少
し
ず
つ
解
明
し
て
い
る
。

た
だ
し
ま
だ
ま
だ
多
く
の
論
題
が
残
さ
れ
て
い
て
、
今
後
も
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
活
動
を
進
め
て
い
く
。

参
加
者
：
土
居
夏
樹　

研
究
所
員
・
高
野
山
大
学
准
教
授

　
　
　
　

北
川
真
寛　

研
究
所
員
・
高
野
山
大
学
准
教
授
（
事
務
局
）

　
　
　
　

山
本
昌
芳　

高
野
山
大
学
大
学
院
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
輪
読
会
発
表
担
当
者
）

南　

昌
宏　

高
野
山
大
学
教
授

中
西
雄
泰　

高
野
山
引
摂
院

高
井
知
弘　

高
野
山
菩
提
心
院

高
岡
隆
真　

高
野
山
明
王
院

内
海
周
浩　

高
野
山
本
願
院

森　

寛
賢　

金
剛
峯
寺
法
会
課

八
尾
康
善　

聖
無
動
院

高
柳
公
禅　

元
密
教
学
科
助
手

木
下
智
雄　

研
究
員

大
北
祥
之　

大
学
院
生

根
本
享
典　

大
学
院
生

そ
の
他
、
山
内
寺
院
住
職
・
大
学
院
生
・
大
学
生
な
ど

【
輪
読
会
の
開
催
】

・
二
月
一
七
日
（
金
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分

土
居
夏
樹　
「
南
山
の
理
法
身
説
法
」

北
川
真
寛　
「
南
山
の
大
日
経
教
主
」

【
研
究
発
表
・
学
術
論
文
】

・
一
〇
月
一
日
（
土
）
一
三
時
四
〇
分
～
一
四
時　

日
本
仏
教
学
会

土
居
夏
樹
「
真
言
密
教
に
お
け
る
衆
生
観
―
「
凡
聖
六
大
」
を
中
心
に
―
」

北
川
真
寛
「
南
山
教
学
に
お
け
る
「
大
日
経
教
主
」
に
つ
い
て
―
論
義
書
を
中
心
に
―
」

（『
高
野
山
大
学
論
叢
』
五
八
）

【
真
言
教
学
研
究
会
】

・
九
月
二
日
（
木
）
一
五
時
～
一
七
時　

於
別
院
真
福
寺

講
演
会
「
鎌
倉
時
代
中
、
後
期
の
高
野
山　

─
金
剛
峯
寺
・
大
伝
法
院
の
切
磋
琢
磨
と
訣
別
─
」

講　

師
：
山
陰
加
春
夫
氏
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
・
元
高
野
山
霊
宝
館
副
館
長 

）

・
三
月
七
日
（
火
）
一
四
時
～
一
七
時　

於
大
正
大
学

　
　
　
「
真
言
密
教
の
教
主
義
」

　

発
表
者
：
土
居
夏
樹
・
北
川
真
寛
・
鈴
木
晋
雄
（
智
山
伝
法
院
常
勤
研
究
員
）

【
宗
学
連
携
事
業
】

・
勧
学
会
の
期
間
中
に
、
勧
学
会
出
仕
者
に
対
し
て
講
義
を
行
っ
た
（
三
密
双
修
に
つ
い
て
）。

・『
大
日
経
疏
』
一
末 

下
半
の
『
本
書
』
の
書
き
下
し
文
作
成
、『
打
集
』
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
と

書
き
下
し
文
作
成
を
行
い
、
特
に
『
打
集
』
に
は
語
註
を
添
付
。
ま
た
『
本
書
』
や
『
打
集
』
の

誤
植
や
誤
り
を
校
訂
し
た
。

・
法
談
論
義
で
使
わ
れ
る
専
門
用
語
や
、
宝
門
と
寿
門
で
読
み
方
が
異
な
る
語
句
な
ど
、
問
講
に
お
い
て

参
考
と
な
る
字
典
（
辞
典
）
の
作
成
を
目
指
し
て
、資
料
の
収
集
や
選
定
、項
目
の
入
力
作
業
を
行
っ
た
。

※
宗
学
連
携
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寛
が
担
当
し
、
問
講
の
辞
典
に
関
し
て
は
総
本
山
金

剛
峯
寺
法
会
課
・
高
野
山
山
内
住
職
と
共
同
で
活
動
し
て
い
る
。
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密
教
文
化
研
究
所
構
成
員
名
簿
（
令
和
五
年
三
月
現
在　

各
々
五
十
音
順
）

○
所
長 

佐
藤
隆
彦
（
高
野
山
大
学
教
授
）

○
顧
問

松
長
有
慶
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

○
専
従
研
究
所
員

坂
口
太
郎
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

櫻
木
潤
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

○
兼
任
研
究
所
員

菊
谷
竜
太
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

北
川
真
寛
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

土
居
夏
樹
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

野
田
悟
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

松
長
潤
慶
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

溝
端
悠
朗
（
高
野
山
大
学
専
任
講
師
）

南
昌
宏
（
高
野
山
大
学
教
授
・
図
書
館
長
）

　

森
本
一
彦
（
高
野
山
大
学
教
授
）

○
専
任
研
究
員

　

大
柴
清
圓
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
）

德
重
弘
志
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
）

○
委
託
研
究
員

　

奥
山
直
司
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

川
﨑
一
洋
（
高
野
山
大
学
特
任
准
教
授
）

趙
新
玲

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

那
須
真
裕
美
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
）

米
田
弘
仁
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
）

○
受
託
研
究
員

　

井
川
裕
覚

　

大
家
秀
夫

　

小
田
博
志

　

木
下
智
雄

木
下
浩
良

静
春
樹

柴
谷
宗
叔

　

高
橋
良
久

　

橋
本
弘
文

○
研
究
所
事
務
室

波
多
野
智
人
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『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会
規
程

第
１
条	
密
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）
に
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以
下
「
紀

要
」
と
い
う
。）
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
。

第
２
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

	

（
１
） 

研
究
所
長

	

（
２
） 

専
従
研
究
所
員

	

（
３
）「
紀
要
」
編
集
担
当
者

２	

編
集
委
員
長
は
研
究
所
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。
研
究
所
事
務
室
長
は
、
幹
事
と
し
て
編

集
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

第
３
条	

編
集
委
員
会
は
研
究
所
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。
議
長
に
事
故
あ
る
時
は
、
互
選

に
よ
っ
て
議
長
を
選
出
す
る
。

第
４
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
研
究
所
協
議
会
に
報
告
す
る
。

	

（
１
）「
紀
要
」
に
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
の
決
定
。

	

（
２
）「
紀
要
」
寄
稿
者
へ
の
補
筆
お
よ
び
修
正
の
要
請
。

第
５
条	

委
員
の
任
期
は
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
６
条	

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
研
究
所
協
議
会
の
議
を
経
て
、
研
究
所
長
が
決
定
す
る
。

　

附　

則　

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

附　

則　

こ
の
規
程
は
、
平
成
１
４
年
５
月
２
２
日
か
ら
施
行
す
る

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
寄
稿
規
程

第
１
条	

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
地
域
な

ど
に
お
け
る
密
教
の
思
想
と
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
研
究
資
料
、
書
評

な
ど
を
掲
載
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密
教
文
化
の
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
２
条	

「
紀
要
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

（
１
）
研
究
所
長

	

（
２
）
研
究
所
員

	

（
３
）
研
究
員

	

（
４
）
編
集
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

第
３
条	

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
70
枚
以
内
と
す
る
。

第
４
条	

原
稿
は
完
全
原
稿
と
す
る
。
執
筆
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
時
の
大
幅
な
改
変
・
追

加
等
は
認
め
な
い
。

第
５
条	

寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
の
可
否
お
よ
び

掲
載
の
時
期
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
寄
稿
者
に
補
筆
お
よ
び
修
正
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条	

原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
な
わ
な
い
。

第
７
条	

寄
稿
者
に
は
、
掲
載
誌
２
部
お
よ
び
抜
刷
30
部
を
贈
呈
し
、
そ
の
経
費
は
研
究
所
が
負
担
す
る
。

　

附 

則	

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

木
下
浩
良　
　
　
　
　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

橋
本
弘
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

静
春
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

德
重
弘
志　
　
　
　
　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員

大
柴
清
圓　
　
　
　
　
　
　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン　

密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員
・
高
野
山
大
学
名
誉
教
授

テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル　
　
　
　
　

高
野
山
大
学
特
任
准
教
授

藤
田
光
寛　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
山
大
学
名
誉
教
授
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編
集
後
記
（
所
長
）

○『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
六
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

 

八
人
の
執
筆
者
に
よ
る
論
考
は
、本
年
度
の
密
教
文
化
研
究
所
の
研
究
成
果
の
一
端
を
飾
る
も
の
で
す
。

読
者
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
で
は
、
今
年
度
も
研
究
成
果
を
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
と
し
て
刊

行
し
、教
学
の
継
承
と
普
及
、発
展
に
向
け
て
、ま
た
一
歩
前
進
し
た
年
と
も
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

〇
今
後
と
も
、
密
教
文
化
研
究
所
の
活
動
に
お
力
添
え
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
六
号

	

令
和
五
年
三
月
二
十
一
日
　
印
刷

	

令
和
五
年
三
月
二
十
五
日
　
発
行

　
編
集
者	

密
教
文
化
研
究
所

	

　
　
　
代
表
者
　
佐
　
藤
　
隆
　
彦

　
発
行
所	

密
教
文
化
研
究
所

	

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
三
八
五
　
高
野
山
大
学

	

電
話
（
〇
七
三
六
）五
六
―
二
三
九
〇
　
〒
六
四
八
―
〇
二
八
〇

　
印
刷
所	

株
式
会
社
　
協
和

	

和
歌
山
県
海
南
市
南
赤
坂
五
―
三

	

電
話
（
〇
七
三
）四
八
三
―
五
二
一
一
　
〒
六
四
二
―
〇
〇
一
七
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